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≪学習問題≫


Ａ中対Ｂ中のバスケットの試合を見に行きました。到着したときは，13対27でＡ中が負けていました。しかし，そこからドリブルシュート（2点）やミラクル3点シュートが次々と決まり，結果，41対40でＡ中が勝利しました。


この試合でＡ中は全部で18本のシュートを決


めたそうです。また，今回はフリースロー


での得点（1点）はありませんでした。


2点シュートと3点シュートをそれぞ


れ何本決めたのでしょう。





























①本時を構想する上でポイントとなる素地


○問題解決のための知識・技能


・一元一次方程式を利用して，問題を解決することができる。


・連立方程式を解くことができる。


○既習とつなぐ見方・考え方


・問題に含まれている数量に着目し，関係を考える学習をしている。


○共同追究でのゆさぶり


・二元一次方程式を連立方程式の形で立式する経験は初めて。


○ゆさぶりに対応する経験


・2つの未知数を1つの文字で表し，方程式で解く学習をしている。
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≪定着・活用問題≫





授業計画･実施記録





主眼





≪学習問題≫








１　課題とまとめを一体のものとしてとらえるには





②見通し: 何に着目して，式をつくればよいかわからない。


→問題の中の等しい数量の関係を見つければ，立式ができそうだ。








②学習課題: 等しい数量関係を見つけ，関係を式に表して，2点シュートと3点シュートの数を調べてみよう。








③個人追究: シュートの本数と得点を使って関係を式に表し，求め方を説明する。








④共同追究前半（解法の比較検討）


「どの考え方にも共通していることはなんだろう？」


→「どれも，シュート数と得点の2つの条件を使っている。」








④共同追究後半（思考を深める）


「1つの文字だけを使って解くことはできないだろうか？」


→「1つでも立式できるが，式を作るのが難しいし，複雑な式になる。連立方程式の方が立式が簡単だ。」


「文字が2つになっても，式が2つあれば求められる。」





⑤まとめ（児童生徒の言葉で）


・言葉の式や表を使って関係を整理すると，式が立てやすい。


・わからないものが2つあるときは，2つの文字を使って連立方程式をつくると，考えやすい。





⑥定着･活用問題


この試合で，Ｂ中のシュート成功数は20本だったそうです。ただし，この中にはフリースローが3本入っていたそうです。


この試合でのＢ中の2点シュートと3点シュートの成功数はそれぞれ何本だったでしょうか。





＜本時の展開に当たっての留意点＞


・数量関係を見つけ出すことに困難を感じる生徒も予想されるので，色を変えた2種類のボール（2点シュートと3点シュート）を用意し，実際の操作活動も取り入れて気付かせたい。


・「問題が整備されすぎている」という方程式の問題の欠陥の改善を目指し，条件過剰の問題場面を設定したことを大切にしたい。





【板書計画】








